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市政だよ り 人口の動き 量樟相級目

' ~ 1 四現在前月比
人口 ~問自43 -519 

男 29.223-33・
女 31.620-181 

5 Jl20四【本)

S鴎30分-15鱒
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2歳児健康診査
幼児の大切な時期をより健やかに育てるために 今

年度から2鎌兇を討象に毎月健康診丘を行います.

4 ;:)22日市役所第2会議室で郷1回の2t:良泥健主舎が

実飽され、体重 ・身IIの測定、小児科医師による発宵

の総合的f..:1t析と保健婦、栄隻土による指羽患を行いま

しfニ.

特に幼児について心身の翼常の♀期発見と正常ずる発

育を図るため、養育者"対し織神発逮.しつけ、食生

語、虫"予防はどの重要性を啓もうするためです.

異常の早期発見に

仙 咽 ・・・風車蘭.開聞圃・田・・・圃... ・-開制附則-・-喝働園町軍制圏直 圃園田副‘国制......網目

毎月 1日 15目発行 発行 ili/大村市役所編集人/総務"''''立石複術開!~~野/九州凸較株式会社
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わ
が
国

は
、
イ
ン

フ
レ
と
不

況
と
が
併

存
す
る
異

常
な
状
況

下
に
あ
り

市
に
お
い

て
も
、
そ

の
渦
中
に

あ
る
乙
と

は
申
す
ま

で
も
あ
り

ま
せ
ん
。

こ
の
よ

う
な
中
で

「美
し
い

自
然
の
保

全
」
「
文
化

の
向
上
」

「福
祉
都

市
へ

の
前

進
」
「
医
療

と
教
育
の

充
実
」
「公

共
施
設
の

増
設
」

な

ど
の
諸
施

策
実
現
の

た
め
次
の

七
つ
の
事
項
を
重
点
施
策
と
し
て

五
十

一
年
度
の
予
算
は
編
成
さ

れ

古
AF--uh~

。

川
生
活
環
境
の
整
備

凶
市
民
の
健
康
管
理

則
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

凶
社
会
福
祉
の
増
進

同
教
育
の
充
実

附
産
業
の
振
興

川
園
、
県
事
業
の
推
進
。

乙
の
中
で
ゴ
ミ
処
理
の
問
題
、

下
水
道
工
事
の
推
進
、
市
立
病
院

の
建
設
、
水
問
題
な
ど
は
、
五
十

一
年
度
以
降
の
大
き
な
事
業
で
す

予
算
の
大
要
を
申
し
あ
げ
ま
す

と
当
初
予
算
で
は
、
義
務
的
経
費

定
例
的
な
補
助
預
託
金
等
並
び
に

継
続
的
計
画
補
助
事
業
、
必
要
最

少
限
度
の
単
独
事
業
な
ど
を
中
心

に
計
上
し
ま
し
た
。

新
規
の
事
務
事
業
は
六
月
以
降

の
補
正
予
算
で
肉
付
を
し
ま
す
。

予
算
の
規
模
は
.
一

般
会
計
予

算
は
七
十
六
億
八
千
二
百
六
十
七

万
二
千
円
で
前
年
度
よ
り

0
・
二

Mm増
で
あ
り
ま
す
。

予
算
の
う
ち
主
な
も
の
は
、

土
木
行
政
で
は

ω道
路
、
側
溝
改
良
工
事

凶
交
通
安
全
施
設
整
備
事
業

凶
下
水
道
、
下
水
路
街
路
事
業

凶
公
営
住
宅
八
十
二
戸
建
設
。

農
林
水
産
行
政
で
は

川
農
村
施
設
な
ど
の
整
備

問
農
林
振
興
対
策

同
土
地
改
良
、
農
林
道
整
備

凶
漁
港
の
改
良
、
海
岸
保
全
整
備

商
工
観
光
行
政
で
は

川
中
小
企
業
振
興
資
金
対
策

ω企
業
退
職
金
共
済
事
業
の
促
進

則
自
然
景
勝
地
の
資
源
開
発

川
観
光
宣
伝
の
推
進。

衛
生
行
政
で
は

川
予
防
接
種
、
結
核
予
防
検
診
の

昭和51年度一J 般会計予算
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無
料
実
施

ω成
人
病
予
防
対
策
と
し
て
検
診

の
要
注
意
者
に
心
電
図
検
査

削
健
康
相
談
室
で
市
民
の
健
康
管

理
川
廃
棄
物
の
完
全
処
理

叫
乳
幼
児
検
診
の
充
実
。

社
会
福
祉
行
政
で
は

川
乳
幼
児
な
ど
の
医
療
費
の
公
費

負
担

叫
遺
児
入
学
金
の
支
給。

教
育
行
政
で
は

川
校
舎
整
備

'''' h"'374ij2 r.:' 
日 1.4メ

/ 、
戸、

，A3
 

u
口
ノ

ω小
学
及
び
中
学

一
年
生
全
員
に

心
臓
検
診

同
体
育
施
設
の
整
備
と
ス
ポ
ー
ツ

人
口
の
拡
大
。

そ

他

の

電
子
計
算
準
備
室
の
設
置
等

以
上
の
と
お
り
基
本
構
想
に
基

づ
い
て
、
住
み
よ
い
調
和
の
と
れ

た
都
市
づ
く
り
に
ふ
さ
わ
し
い
予

算
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
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市政だより(3) 

…

難

病

患

者

一

見

舞

金

を

支

給

5
月

中

に

申

請

を

+巾
は
難
病
患
者
、
ま
た
は
そ
の

保
護
者
の
経
済
的
負
担
の
軽
減
を

図
り、

福
祉
の
向
上
に
寄
与
す
る

た
め
、

見
舞
金
と
し
て
二
万
円
を

支
給
し
ま
す。

見
舞
金
を
う
け
ら
れ
る
人

本
市
の
住
民
基
本
台
帳
に
記
載

さ
れ
、
ま
た
は
外
国
人
登
録
原
票

に
登
録
さ
れ
て
い
る
人
で
、

次
の

疾
病
に
か
か
り
現
在
医
療
機
関
で

治
療
を
う
け
て
い
る
人
、
ま
た
は

そ
の
保
護
者
。

疾

病ス
モ
ン
病
、
ベ
!
チ
ェ
ッ
ト
病

り

.，ごご
E
F
-
-
J
k
p
z
，正也、ご、三
J
E
-
-
f
、J-da--KEf--
，t
J
'
Jf

三旬、
J-'
亡、t
・Jee
e
，E
-
J
Z
J
'
'亡、
:、J
三一
-t
，J

い

本

年

四

月

一

年

四

月

二

日

か

ら

明

治
三
十
市

九

日
現
在
で
次
の

一

年

四
月
一
日
ま
で
に
生
れ
へ

~

一

て

各
号
に
該
当
さ

た

人

)

で

県
内
に
引
続
き
一

V

〉

区

.

れ

る

人

は

、

早

年

以

上

住
所
を
有
し
て
い
る
計

、
A
E
古
品

ん

や

日

め

に

福

祉

事

務

人

ん

~
ι
[
3
所
で
申
請
手
続

但
し
、
こ
れ
ま
で
に
県
敬
老

い

ι

老

招

き

を

し

て

下
さ

年

金
六
千
円
を
受
け
て
い
る
人
内

放

一

げ

ぃ

。

(受
給
権
者
)
は
申
請
の
必
要

~
• 

γ

r

U
一
、
日
本
国
民

は

あ

り

ま

せ

ん

。

ゲ

ピ

U
引

で

あ

る

人

な

お

、

昨

年

ま

で

の

受

給
権

〈

v

日

明

珪

滑

川

ん

寸

軒

一

一

、

七
十
八
歳

者
で
死
亡
さ
れ
た
人
は
長
崎
県

へ

川

一

ー

に
達
し
て
い

敬
老
年
金
証
書
を
添
え
、
遺
族

V

川

る

人

の

人

が

届
け
出
て
下
さ

い

。

九

一

(

明

治
三

十

~

J
t
，---
'3
r
d
e
j
、，、
--e
-，、
-‘『d，，E
a
-
f
、J
-
-
-
-
4
3
、-三，‘、----
-，r
，一f
、J4ee--
‘、
y
一ee
j
t
一も、
手-，r
--
f
、J
-1--h

むおお

重
症
筋
無
力
症
、
全
身
性
エ
リ
テ

マ
ト
i
デ
ス、

多
発
性
硬
化
症
、

一再
生
不
良
性
貧
血

、
サ
ル

コ
イ
ド

!
ジ
ス
、

筋
萎
縮
性
側
索
硬
化
症

強
皮
症
皮
膚
筋
炎
及
び
多
発
性
筋

炎
、
特
発
性
血
小
板
減
少
性
紫
斑

病
、
慢
性
賢
炎

(十
八
歳
未
満
の

人
)

、
不
ブ
ロ

i
ゼ
(十
八
歳
未
満

<重度障害者>

介護見舞金を

5月中に届けて下さい

在
宅
の
重
度
心
身
障
害
(
児
)者

を
日
常
介
護
し
て
い
る
人
の
労
を

ね
ぎ
ら
う
た
め
、
見
舞
金
一

万
五

千
円
を
支
給
し
ま
す
。

見
舞
金
を
う
け
ら
れ
る
人

の
人
)
、

ぜ
ん
そ
く
(
十
八
歳
未

満
の
人
)

該
当
さ
れ
る
人
は
支
給
申
請
書

に
診
断
書
、
治
療
証
明
書
を
添
付

し
て
福
祉
事
務
所
に
提
出
し
て
下

さ
い。申
請
書
は
福
祉
事
務
所
に
あ
り

ま
す
。

本
市
に
住
所
を
有
し
、
そ
の
家

庭
に
在
宅
す
る
四
歳
以
上
の
障
害

者
で
身
体
障
害
者
障
害
等
級
の一

二
級
に
該
当
す
る
重
度
の
身
体
障

害
者
ま
た
は
重
度
の
身
体
障
害
児

な
ど
の
食
事
、
入
浴
、
排
便
、
衣

服
の
着
脱
な
と
を
日
常
介
護
し
て

い
る
人
。

重
度
の
精
神
薄
弱
者
、
ま
た
は

重
度
の
精
神
薄
弱
児
な
ど
の
日
常

生
活
に
つ
い
て
介
助
し
て
い
る
人

該
当
さ
れ
る
人
は
支
給
申
請
書

に
住
民
票
の
写
し
を
添
え
て
福
祉

事
務
所
に
提
出
し
て
下
さ
い
。

申
請
書
用
紙
は
福
祉
事
務
所
に

あ
り
ま
す
。

福
祉
医
療
費
受
給
資
格
者
証

更

新

は

5
月

中

老
人
・

身
障
・
母
子
・
寡
婦
な

ど
の
医
療
費
受
給
資
格
者
証
の
更

新
を
し
ま
す
(
詳
し
く
は
四
月
十

五
日
号
市
政
だ
よ
り
掲
載
)
該
当

福

祉

年

金

所

得

状

況

届

5
月

刊

国
民
年
金
の
福
祉
年
金

(
老

齢

・
障
害

・
母
子
)
を
現
在
受

け
て
い
る
人
、
ま
た
受
け
る
資

格
は
あ
る
が
現
在
支
給
停
止
に

な
っ
て
い
る
人
は、

毎
年
五
月

に
「
福
祉
年
金
所
得
状
況
届
」

を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

乙
と
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

者
は
洩
れ
の
な
い
よ
う
福
祉
事
務

所
に
申
請
し
て
下
さ
い。

申
請
期
間
中
、
各
出
張
所
に
次

の
日
程
で
福
祉
事
務
所
か
ら
出
向

き
ま
す
の
で
出
張
所
で
申
請
し
て

下
さ
い
。

三
浦
出
張
所

鈴
田
出
張
所

萱
瀬
出
張
所

五
月
六
日

五
月
七
日

五
月
十
日

。
。

:遺族 j

日

ま

で

印
鑑
を
も
っ
て
保
険
年
金
課
、

ま
た
は
も
よ
り
の
出
張
所
で
手

続
を
し
て
下
さ
い
。

な
お
.
現
在
受
給
中
の
人
は

五
月
の
支
給
分
を
郵
便
局
で
受

領
さ
れ
た
後
に
こ
の
手
続
き
を

し
な
い
と
今
後
の
支
給
が
遅
れ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で、

提

出
期
限
を
厳
守
し
て
下
さ
い
。

五
月
十
一

日

五
月
十
二
日

五
月
十
三
日

l

十
四
日

西
大
村
出
張
所
五
月
十
七
日
I

十
八
日

時
間
は
い
ず
れ
も
午
前
九
時

t

午
後
四
時

※
詳
し
く
は
福
祉
事
務
所
へ。

一
福
重
出
張
所

松
原
出
張
所

竹
松
出
張
所

o 

o 

o 

国
債
、

年
金
証
書
な
ど

代
理
受
領
は
委
任
状
を

遺
族
関
係
の
国
債
、
遺
族
年
金

証
書
な
ど
を
代
人
で
受
領
の
時
は

委
任
状
が
必
要
で
す
。

五
十
円
の
収
入
印
紙
を
貼
付
し

て
下
さ
い
。
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市政だより

成

の広場

~ 
7じ

市
内
原
郷
の
琴
平
岳
(
三
三
四

れ
)
に
ユ

ニ
ー
ク
な
展
望
台
が
完

成
し
、
こ
の
程
、
開
園
式
が
行
わ

ハイキングに最適

れ
ま
し
た
。

ぷ当
日

みんな

琴平岳展望

眼
下
に
広
が
る
雄
大
な
市
街
地

+へ
村
湾
の
な
が
め
は
す
ば
ら
し
く

遠
く
は
西
海
橋
、
雲
仙
、
天
草
ま

で
一
望
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
駐
車
場
、
園
地
、
藤
棚

水
飲
み
場
、

テ
ー
ブ

ル
ベ

ン
チ
な

ど
も
整
備
さ
れ
.
皆
さ
ん
の
ご
来

園
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

グ
ル

ー
プ
や
家
族
づ
れ
で

、
今

日
も
明
日
も
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ

ン

市街地、大村湾を一望されるユニークな展望台

の
場
と
し
て

利
用
さ
れ
ま

す
の
で
施
設

の
損
傷
、
ら

く
書
き
を
謹

し
み
、
残
飯

ご
み
類
、
タ

パ
コ
の
す
い

が
ら
な
ど

(火
の
用
心
)

は
所
定
の
場

所
へ
捨
て、

気
持
よ
い
野

外
生
活
を
楽

し
ん
で
下
さ

、。

日
赤
社
員
増
強
運
動
始
ま
る

日
本
赤
十
字
社
は
社
員
を
も

っ

て
組
織
さ
れ
た
特
殊
法
人
で
、
赤

十
字
条
約
な
ど
で
定
め
ら
れ
た
役

割
や
災
害
時
の
救
護
.
健
康
の
増

進、

疾
病
の
予
防
、
そ
の
他
社
会

の
た
め
奉
仕
的
な
仕
事
を
し
て
い

る
団
体
で
す
。

こ
れ
ら
の
事
業
に
必
要
な
財
源

は
、
社
員
か
ら
拠
出
さ
れ
る
社
費

と
篤
志
の
寄
附
金
で
賄
わ
れ
ま
す 5

月
1
月

1
7
月
末
日

従

っ
て
こ
の
運
動
を
通
じ
て
皆

さ
ん
に
赤
十
字
の
性
格
や
使
命
、

あ
る
い
は
実
施
し
て
い
る
仕
事
の

内
容
な
ど
を
知

っ
て
い
た
だ
き
、

「
町
ぐ
る
み
」
社
員
と
し
て
参
加

を
お
願
い
し
、

社
業
の
飛
躍
発
展

を
図
ろ
う
と
す
る
の
が
、
乙
の
運

動
の
目
的
で
す
。

運
動
の
期
間

五
月

一
日
l
七
月
末
日

少
年
た
ち
に
よ
い
環
境
を

不
健
全
雑
誌
は
自
ポ
ス
ト
ヘ

少
年
の
非
行
は
、
家
庭
、
学
校

地
域
社
会
、
マ
ス
コ
ミ
な
ど
少
年

を
と
り
ま
く
い
ろ
い
ろ
の
環
境
を

敏
感
に
反
映
し
た
形
で
現
わ
れ
ま

す
。次

の
世
代
を
背
負
う
少
年
た
ち

を
よ
り
よ
い
環
境
の
中
で
、

守
り

育
て
る
た
め
に
、
次
の
こ
と
に
心

が
け
ま
し
ょ
う
。

不
健
全
な
雑
誌
・
ポ
ス
タ
ー
な
と

を
追
放

い
か
が
わ
し
い
週
刊
誌
や
雑
誌

を
家
庭
に
持
ち
込
ま
な
い
よ
う
に

す
る
と
と
も
に
、
地
域
ぐ
る
み
で

追
放
運
動
を
お
こ
し
ま
し
ょ
う
。

不
用
に
な
っ
た
い
か
が
わ
し
い

週
刊
誌
は
駅
な
ど
に
備
え
て
あ
る

白
ポ
ス

ト
に
入
れ
ま
し
ょ
う
。

少
年
を
盆
い
も
の
に
す
る
犯
罪
を

な
く
そ
う

家
出
少
女
に
売
春
を
さ
せ
た
り

原

爆

手

帳

の

所

有

者

一

所

得

税

額

届

は

早

め

に

原
爆
被
爆
者
の
健
康
管
理
手
制
限
所
得
税
額
は
十

一
万
七
千
、

当
受
給
者
は
、
所
得
税
額
届
の

五

百
円
で
す
。

山
申
請
を
し
な
け
れ
ば

な

り

ま

せ

乙

れ

を
超
え
る
人
は
、
手
当

ん

。

は

支

給
さ
れ
な
い
乙
と
に
な
り

五
月
十
日
か
ら
受
付
け
ま
す

ま
す
。

~

の
で
、

指
定
の
日
時
に
市
社
会

詳
し
く
は
市
社
会
課
に
間
合

課
に
届
出

を

し

て

下

さ

い

。

せ

下

さ

い

。

川

少
年
に
い
か
が
わ
し
い
場
所
や
危

乱

用
し
て
い
る
子
供
を
発
見
、

険
な
場
所
で
働
か
せ
る
犯
罪
が
あ
あ
る
い
は
話
を
聞
い
た
と
き
は
、

と

を

た

ち

ま

せ

ん

。

手

お
く
れ
に
な
ら
な
い
う
ち
に
保

こ
ん
な
環
境
を
な
く
す
た
め
、

護
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
の
で

話
を
聞
い
た
と
き
は
警
察
へ
通

報

警

察

へ
の
通
報
を
お
願
い
し
ま
す

し
て
下
さ

い

。

ま

た

販
売
庖
や
使
用
す
る
業
者

シ
ン
ナ
ー
な
と
乱
用
を
な
く
そ
う
の
人
は
、

盗
ま
れ
な
い
よ
う
保
管

シ
ン
ナ
ー
‘
・
ポ
ン
ド
な
ど
の
乱
管
理
を
し
て
下
さ
い
。

用
は

‘
伸
び
ざ
か
り
の
少
年
の
心

(
・
一
人
村
警
察
署
)

も
体
も
.
ダ
メ
に
し
ま
す
。

野

王手f
フfミ

の
正
し
い
買
い
方
・
売
り
方

最
近、

食
品
衛
生
法
に
違
反
す

る
添
加
物
(
着
色
剤
)
な
ど
を
利

用
し
た
食
品
が
、
一
般
消
費
者
に

対
し
て
品
質
な
ど
を
誤
認
さ
せ
る

商
品
と
し
て
売
ら
れ
て
い
た
事
例

が
あ
り
ま
し
た
。

乙
れ
ら
は
違
法
で
す
の
で
農
家

の
人
は
も
ち
ろ
ん
、
市
場
関
係
者

小
売
業
者
は
注
意
し
て
下
さ
い
。

ま
た
、

消
費
者
も
買
物
上
手
に

な
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
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納

税

組

合

を

つ
く
り
ま
し
ょ
う

問
世
帯
以
上
を
対
象

前
納
報
奨
金
制
度
が
発
足
し
て

か
ら
二
十
五
年
近
く
な
り
ま
す
が

当
時
は
財
政
確
保
と
納
税
意
欲
の

高
揚
を
図
り
、
納
税
奨
励
の
た
め

に
制
度
化
さ
れ
た
も
の
で
す
。

近
年
、

納
税
者
の
ご
理
解
で
自

主
納
税
に
よ
り
前
納
報
奨
金
の
有

無
に
か
か
わ
り
な
く
納
税
率
の
上

昇
に
効
果
を
あ
げ
つ
つ
あ
り
、

昭

b おおむ市政だより(5) 

和
五
十

一
年
度
か
ら
条
例
の
改
正

で
前
納
報
奨
金
交
付
制
度
は
廃
止

さ
れ
ま
し
た
が
、
納
税
は
従
来
ど

お
り
納
期
内
納
税
に
ど
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

納
税
組
合
の
設
立
促
進
を

納
税
組
合
報
償
金
は
、

少
数
世

帯
で
構
成
さ
れ
た
組
合
に
も
交
付

し
て
い
ま
し
た
が
、
昭
和
五
十
一

年
度
か
ら
納
税
組
合
の
構
成
単
位

を
十
世
帯
以
上
を
対
象
と
し
て
交

付
す
る
予
定
で
す
。

少
数
世
帯
の
納
税
組
合
は
、
組

合
員
の
増
加
、
合
併
な
ど
に
よ
り

ま
し
て
ど
協
力
下
さ
い
ま
す
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

納
税
組
合
設
立

(更
新
)
届
は

各
出
張
所
、
市
収
納
課
に
あ
り
ま

す。
※
詳
し
く
は
市
収
納
課
に
お
た

ず
ね
下
さ
い
。

五
月
の
納
税
は
固
定
資
産
税
一

期
と
軽
自
動
車
税
で
す
。

低

金

利

で

融

資

振
興
資
金
の
ご
利
用
を

四
月
一
日
か
ら
振
興
資
金
の
利

息
が
引
下
げ
ら
れ
ま
し
た
。

対

象

市

内
で
同
一
業
種
を
一
年

以
上
経
営
し
て
い
る
事
業
所

限
度
額

四
百
万
円
以
内
(
限
度

内
二
口
利
用
が
で
き
ま
す
)

使
途
及
び
期
間

運
転
資
金
二
年
以
内

設
備
資
金
四
年
以
内

利

息

(

保
証
料
を
含
む
)

運
転
資
金
八

・
五
Mm

設
備
資
金

八
・

七
五
Mm

※
詳
し
く
は
、
商
工
会
議
所

・
金

融
機
関
、
ま
た
は
市
商
工
観
光

課
へ。

土
木
課
下
水
道
建
設
室
が
元
空

港
建
設
局
の
事
務
所
(
市
庁
舎
別

館
隣
り
)
へ
移
転
し
ま
し
た
。

内
線

(
一
二
一
・
二
一

二
)

直

通

②

l
二
七

O
五

;z謀議 .，'-，' .-.，. - .. -
一C'':78'i 温画蝿ぬJ 轟溢盟経機諮
く懇:r議議議運聾畿鍵盤盤騒磯選 8
書室 鍾 i即応週圃圃Bι沼野鳥議院-盤置醸護軍E者諸悪語量欝 三

l 警叫1(盤機 ~
匂恒三園陸j絵界聾欝;襲撃議 {
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て なな当通増 、近 l民
〉いお ど局事え特歩 手~ ) 
るひのを故てに行 旦主 f

九状ん 努 はのい子 者 爪 3
況ぱ力じ防ま供の M子 〉
tでんに め止すと交 石戸ち
すにも、に 。お通 τ主〉
I 事 か学つ 年事 =te JJfi. 
1 故 か 校 い 寄故 貝宇
がわ 、て のの a 夕、

〈 発 ら母は 事な 巴全
j 子 学全 児(な乙 い査 i
( 児を童酒い は~
j 写童願 を井よの 帽 l煩
真 千っ 交茂う よ ー λ 

¥ x"_六て通会にう チー
を十市事長 、な ι ナ

{ 贈六内故 ) 社歪 を 、
り人 のかで会 #
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し 黄学守特祉 人
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大
阪
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー

交
響
楽
団
が
や
っ
て
き
ま
す

文
化
庁
で
は
優
れ
た
舞
台
芸
術

場
所

市
民
会
館
ホ
i
ル

を
よ
り
多
く
の
人
々
に
鑑
賞
し
て

指
揮
H
朝
比
奈
隆

い
た
だ
く
た
め
、
移
動
芸
術
祭
と

チ

ェ

ロ
独
奏
H

岩
崎
洗

し
て
巡
回
公
演
を
催
し
て
い
ま
す
演
奏
曲
目

今
回
は
朝
比
奈
隆
さ
ん
に
率
い

ωス
メ
タ
ナ
作
曲

ら
れ
る
大
阪
フ
ィ
ル
九
十
五
人

の

交

響

詩

「
モ
ル
ダ
ウ
」

一
行
が
演
奏
会
を
行
い
ま
す
。
凶
ド
ボ
ル
ザ
ー
ク
作
曲

昨
秋
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
国
で
二
チ
ェ
ロ
協
奏
曲

十
回
の
公
演
を
行
い
、

驚
異
を
も

削
ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
作
曲

っ
て
各
地
で
迎
え
ら
れ
最
高
級
の

交
響
曲
第
五
番

「運
命
」

評
価
を
得
ま

し

た

。

入

場

料

一

般

千

二

百

円

今
回
の
来
演
は

さ

ぞ

か

し

フ

ァ

中

・

高
生

五

百

円

ン
の
皆
さ
ん
を
満
足
さ
せ
て
く
れ
前
売
券
発
売
五
月
十
五
日
か
ら

る
も
の
と
期
待
さ
れ
ま
す
。
市
内
各
プ
レ
イ
ガ
イ
ド
で
発
売

日
時

七
月
八
日

(

木

)

予

定

(

次
号
で
紹
介
)

-l

午
後
六
時
開
場
六
時
半
開
演
お
問
合
せ
は
市
社
会
教
育
課
へ

中

ヌじ

特

別

融

資

5
月

1

か

ら

受

付

開

始

日

低
金
利
の
中
元
資
金
を
五
月
一

日
か
ら
受
付
開
始
し
ま
す
。

対
象

市
内
で
同
一
業
種
を

一
年

以
上
経
営
し
て
い
る
事
業
所

使
途
及
び
限
度
額

運
転
資
金
の
み

百
五
十
万
円
以
内

貸
付
期
間

六
月
一
日

t
十
月
三
十
日

利
息

七

・
五
労

保
証
料

0
・
五
Mm

取
扱
金
融
機
関
大
村
信
用
組
合

※
詳
し
く
は
市
商
工
観
光
課
及
び

商
工
会
議
所
へ
。
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日本脳炎予防接種実施日程表

l- |1回目立市役所 15月11日
松原公 民館 i(火火〉
諏訪 公 民館 I ~ M<n_1 
l--15月間5月山三浦幼稚 園 1--__.-~ ' I 

| (水) I (水)東大村小学校 I¥/J'/ I 

古町公 民館 15月13日!5月20日|
植松保育所(木) I (木

!宮小路公民館!5月吋5月吋 盟妊婦と乳幼児の健康相談 料 接
i黒木 小学 校 i(金) I (金) i ※金追 初 種 疾

|竹 松出張所 |印刷月 1日IlA 日 1 時間 |場 所 ] ZlhZ男星空
|鈴田出張所 I(火~火〉 l i 19:30-11:0ol i lは 料疫疫 か

|市立病院 15扇面百戸!日 主竺113:00'""'15:0il竹松 出張所 |乳幼児 |裂 者者 セ
問時制 ω|ω 1Iι旦1竺旦188 !竺E旦町1別
0 市民会館 l司5月2釘7日副16月3日同I1 5月2幻7日 19止:3叩0-1日1:刈0叩0川|三浦診療所 |妊婦と乳幼児 1 :おお 接接 る
萱瀬出張所 i~ e木)l(木 I I .~~-. . ~~ .~~_ ~~~ ~~." 1--" ---，---Iり 種種 人

" ※ 福重地区は時聞を変更しました。

(6) 

!おしらせ ! 
; の !
~彩色凋 j 

+ よ日j必fi 

むお市政だより

注
射
と
検
診

圃
日
本
脳
炎
の予
防
接
種

該
当
者
三
歳
以
上
の
人

禁

患

者

心

臓
病

・
じ
ん
臓
病

・

か
っ
け

・
結
核

・
糖
尿
病
の
人

病
後
衰
弱
者

・
虚
弱
者

・
妊
産

婦

・
有
熱
者

・
胸
線
リ
ン
パ
体

質
者

・
そ
の
他
医
師
が
接
種
を

行
う
こ
と
が
不
適
当
と
認
め
る

園

2
歳
児
健
康
診
査

異
常
を
早
く
発
見
し、

健
や
か

な
心
と
体
の
発
育
を
助
け
る
た
め

に
行
い
ま
す
。

も
れ
な
く
お
受
け
下
さ
い
。

対
象

昭
和
四
十
九
年
四
月
生
れ

及
び
周
年
三
月
生
れ
で
、
ま
だ

健
診
を
v

つ
け
て
い
な
い
人
。

日
時
五
月
十
一
日
・
二
十
七
日

午
後

一
時
三
十
分

t
二
時
(
受

付
)

場

所

市

役

所
第
二
会
議
室

毎
月
市
役

所
健
康
相
談

室
で
行一

っ
て

い
ま
す
が
、

五
月
、
六
月

は
中
地
区
公

民
館
で
次
の

と
お
り
行
い

ま
す
。

時

間

午

後

一
時
三
十

分

l
一一一
時

三
十
分

場

所

中

地

区
公
民
館

(
中
央
町

バ
ス
停
下

車
)

5月12日;0はじめて母親となる心得 | 
1
0妊娠中の保健 (乳房マッサージの実習) I 

(水) Io映画 H生命の創造グ | 

5月19日|o妊娠中の栄養のとり方(貧血食の実習
(水) Io安産のためば補助動作、旺婦体操の実習)1

5月26日 1

0産後の保健

1
0育児 (赤ちゃんの入浴のさせ方、日光浴

(水) I などの実習)

6月2日 l
(水) 1 0乳幼児の心理

6月9日
1
0乳幼児の環境と性格

(水)

• 妊'*"' 廿内日月

第1回 |

見
母
子
健
康
手
帳
を
必
ず
ど
持
参

下
さ
い
。

な
お
、
該
当
者
に
は
通
知
し

ま
す
。

試

験

圃
技
能
検
定
試
験

検
定
職
種

造
園
、
製
鋼
、
鋳
造

機
械
加
工、

鉄
工、

板
金
、
仕

上
げ
、
電
気
機
器
組
立、

船
舶

ギ
装
、
婦
人
子
供
服
製
造
.
木

婦

教

....... 
主

l-l第3田(
|第4回|

!第5回!

工
、
製
版
印
刷
、
と
び
、
左
官

ぉ
フ
ロ
ッ
ク
建
築
、
タ
イ
ル
張
、

畳
製
作
、
熱
絶
縁
施
工
、
印
掌

彫
刻
、
表
具
、
塗
装
、
広
告
美

術
仕
上
げ

受
付
期
間

五
月
十
四
日
ま
で

実
施
期
間
六
月
二
十
九
日
か
ら

九
月
二
十
八
日
ま
で
の
聞
に
各

職
種
ご
と
に
実
施

※
合
格
者
に
は

一
級
及
び
二
級
の

技
能
士
の
資
格
が
与
え
ら
れ
ま

す。

※
受
験
資
格
、
手
数
料
、
手
続

き
な
ど
詳
し
く
は
、
長
崎
県
職
業

訓
練
課

E
@ー
一
一
一
一

長
崎
県
技
能
検
定
協
会

E
@
l
八
六
五
四
へ

10家庭の幸せのために (家族計画〉

圃
危
険
物
取
扱
者
試
験
と

準
備
講
習
会

試
験
期
日

乙

・
丙
種

六
月
六
日

(
日
)

受
験
準
備
講
習
会

O
乙
種

五

月
十
二
日
(
水
)

十
三
日

(木
)
市
民
会
館

午
前
九
時

t
午
後
四
時

O
丙
種

五
月
十
六
日

(
日
)

労
働
会
館
午
前
九
時

t
午
後

四
時

※
詳
し
く
は
大
村
消
防
署
予
防
係

に
問
合
せ
下
さ
い

皿
②
i
四

一
三
八

貴
重
な
水
を
大
切
に
一

水
も
限
り
あ
る
資
源
の

一
つ
一

…で
す
。

…

し
か
も
需
要
は
年
々
増
え
る

一

二
方
ρ

水
不
足
μ

も
今
や
夏
だ
…

…
け
で
な
い
よ
う
に
な
り

つ
つ
あ
…

…
り
ま
す
。

…
グ
水
不
足
ρ

は
市
の
み
で
な
く
…

…
全
国
的
な
も
の
で
す
が
、

少
し
…

…で
も
む
だ
を
少
く
す
る
よ
う
心

一

日
掛
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
日

普
段
、
家
庭
で
使
用
さ
れ
る

…

…
水
で
一
番
多
い
の
が
洗
た
く
で
…

…

す

。

日

し
か
も
洗
た
く
は
ほ
と
ん
ど
日

…
毎
日
の
こ
と
、
一
家
庭
の
わ
ず

…

…
か
な
水
の
む
だ
も
は
や
が
て
、

一
膨
大
な
む
だ
に
つ
な
が
り
ま
す
…

毎
日
の
洗
た
く
も
ち
ょ

っ
と
日

…し
た
工
夫
で
、
上
手
に
水
を
使

一

日
わ
れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

A
U
 

…

3
 

0

勺、吋

J
弘

会
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仇

・
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催

し

も

の

園
第
叩
因
子
供
大
会

おお

昨
年
度
ま
で
市
民
会
館
で
実
施

し
て
い
ま
し
た
が
、
本
年
度
は
市

営
陸
上
競
技
場
で
開
催
し
ま
す
。

日
時
五
月
九
日

(
日
)
母
の
日

午
前
九
時
三
十
分

t
午
後
十
二

時
三
十
分

場
所

市
営
陸
上
競
技
場

対
象

市
内
子
供
会
員
及
び
育
成

会
内
容

タ
イ
ヤ
こ
ろ
が
し
、

オ
リ

エ
ン

テ
l
リ
ン
グ
、
ゲ
ー
ム
コ

ー
ナ
、
つ
な
ひ
き
、
子
供
会
対

抗
リ
レ

l

申
込

申
込
用
紙
を
使
用
し
て
下

大、ぃ。

申
込
先

市
社
会
教
育
課
内
、
市

子
供
会
育
成
連
絡
協
議
会
事
務

局

ハ
也
③
|
四

一
一
一
)
へ

※
雨
天
の
場
合
は
中
止
し
ま
す
。

圃
パ
ン
パ
ン
祭
り

市政だより

五
月
九
日

(
日
)
グ
母
の
日
p

に
‘
恒
例
の
第
四
回
「
パ

ン
パ
ン

祭
り
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

場
所

大
村
公
園
桜
田
ノ
堀

時
間

午
前
十

一
時

l
午
後
八
時

楽
し
い
催
し
を
た
く
さ
ん
用
意

し
て
い
ま
す
。

(7) 

奪

っ
て
ど
参
加
下
さ
い
。

大
村
青
年
会
議
所

-

春

季

慰

霊

祭

日
時

五
月
二
十
四
日

(月
)

午
前
十
時
三
十
分
間
式

場
所

長
崎
県
忠
霊
塔

参
列
さ
れ
る
人
の
遺
族
章
は
各

地
区
の
遺
族
世
話
人
を
通
じ
て
配

付
し
ま
す
。

も
し
届
か
な
い
人
は、

市
社
会

課
ま
た
は
各
出
張
所
、
大
村
市
遺

族
会
で
お
受
け
と
り
下
さ
い
。

一
般
の
人
の
参
列
も
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

園
無
料
法
律
相
談

日
時

五
月
十
二
日

(水
)

午
前
九
時
三
十
分

t
午
後
四
時

場
所
福
祉
セ

ン
タ
ー

主
催

大
村
裁
判
所
及
び
大
村
調

停
協
会

離
婚
、
相
続
な
ど
家
事
、
そ
の

他
の
法
律
問
題
に
つ
い
て
気
軽
に

ご
相
談
下
さ
い。

講

習

A 
Z玄

圃
社
交
ダ
ン
ス
教
室

初
心
者
を
対
象
に
社
交
ダ
ン
ス

教
室
を
聞
き
ま
す

日
時

五
月
二
日

(
日
)
か
ら
毎

週
日

曜

日

午
後
六
時
三
十
分

l
八
時
三
十
分

場
所

中
地
区
住
民
セ
ン
タ
ー

講
師

青
木
滋
先
生

受
講
料

月
二
千
円

申
込

ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
職
業
、
電
話
番
号
を
記

中

央

公

民

館
ー
学

中
央
公
民
館
で
は
、
次
の
と
お

り
講
習
会
を
聞
き
ま
す
。

国
日
本
画
教
室

日

時

五

月
二
十
六
日
1
七
月
二

十
八
日
、
毎
週
水
曜
日
、
午
後

一
後
三
十
分
J
三
時
三
十
分

十
回
。

対
象

成
人

定

員

三

十
人

内
容

墨
絵
、
写
生
、
彩
色
。

受
講
料

無
料
(教
材
費
は
実
費
)

講
師

創
造
美
術
会
員

県
展
審
査
員
椎
葉

一
木
先
生

申
込

住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日

職
業
、
電
話
番
号
を
記
入
の
上

は
が
き
か
電
話
で
申
込
ん
で
下

さ
い
。
定
員
に
な
り
次
第
締
切

り
ま
す
。

申
込
先

久
原
郷

一
の
一

中
央

公
民
館
「
日
本
画
教
室
」
係

血
②
l
四
三

二
一

入
し
て
申
込
ん
で
下
さ
い
。

会
場
へ
直
接
来
ら
れ
で
も
結
構

で
す

申
込
先

主
催

矢
上
郷
二
一
四

五
道
常
守
ま
で

大
村
ダ
ン
ス
振
興
会

び で

せ

ん

カミ

ま
圃
お
父
さ
ん
の
勉
強
室

幼
稚
園
児
及
び
小
学

一
年
生
の

子
供
を
も
っ
父
親
を
対
象
に
、
映

画
を
見
て
講
師
と
話
し
合

っ
て
家

庭
教
育
に
つ

い
て
学
習
し
ま
す
。

日
時
、
内
容

五
月
二
十
一

日

母
親
中
心
の
家

庭
教
育
の
問
題
点

(映
画
お
父

さ
ん
あ
な
た
の
出
番
で
す
)

あ
い
さ

つ
の
し

五
月
二
十
八
日

つ
け
方

(映
画

が
き
守
え
な
い
)

あ
り
が
と
う

六
月
四
日

子
供
を
伸
ば
す
ほ
め

方
し
か
り
万

(映
画

子

供
を

伸
ば
す
し
か
り
方
)

六
月
十
一

日

親

子
関
係
と
家
庭

環
境

(映
画
親
子
と
は
何
か
)

六
月
十
八
日
家
庭
教
育
の
問
題

点

(映
画
、
子
供
は
こ
こ
で
育

てコ
'-J 

毎
週
金
曜
日
、
午
後
七
時

t
九

時
、
五
回。

定

員

三

十

人

(定
員
に
な
り
次

第
締
切
り
ま
す
。
)

受
講
料

無
料

講
師

元
長
崎
大
学
教
授

小
松
昌
幸
先
生

申
込

日
本
画
教
室
に
同
じ

申
込
先

中
央
公
民
館

「
お
父
さ

ん
の
勉
強
室
」
係

-

油

絵

教

室

日
時

五
月
二
十
六
日

t
七
月
二

十
八
日
、
毎
週
水
曜
日
、
午
後

七
時

t
九
時
、
十
回

対
象

成
人
(
初
心
者
)

定
員

二
十
五
人

受
講
料

無
料
(教
材
費
は
実
費
)

講
師

村
部
良
明
先
生

申
込

五
月
十
五
日
ま
で
に
住
所

氏
名
、
生
年
月
日
、
職
業
、
電

話
番
号
を
記
入
の
上
、
は
が
き

か
電
話
で
申
込
ん
で
下
さ
い
。

定
員
に
な
り
次
第
締
切
り
ま
す

申
込
先

中
央
公
民
館
「
油
絵
教

室
」
係

園
日
曜
大
工
教
室

身
近
な
作
品
を
作
る
中
で、

図

面
の
書
き
方
、

小
道
具
の
手
入
れ

管
理
、
塗
装
な
ど
初
心
者
を
対
象

に
日
曜
大
工
の
基
礎
を
学
ぶ
日
曜

大
工
教
室
を
開
き
ま
す
。

日
時

五
月
二
十
三
ヨ

t
七
月
二

十
五
日
。

毎
週
日
曜
日
、
午
後

一
時
三
十

分
l
三
時
三
十
分
、

十
因。

対
象

成
人

定
員

二
十
五
人

受
講
料

無
料
(教
材
費
は
実
費
)

講
師

郡
中
学
校
教
諭

中
山
澄
男
先
生

申
込

住
所
、
氏
名
、
年
齢
‘
職

業
、
電
話
番
号
を
記
入
の
上
、

は
が
き
か
電
話
で
申
込
ん
で
下

さ
い
。

定
員
に
な
り
次
第
締
切
り
ま
す

申
込
先

中
央
公
民
館
「
日
曜
大

工
教
室
」
係

-
叩
ミ
リ
映
写
機

操
作
技
術
認
定
講
習
会

市
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

五
月
十
九
日
、
二
十
日

午
後
六
時

l
九
時

定

員

五

十

人

受
講
料

無
料

申
込
五
月
十
一
日
ま
で
に
往
復

は
が
き
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢

職
業
、
電
話
番
号
を
記
入
し
て

申
込
ん
で
下
さ
い
。

申
込
先

中
央
公
民
館
内
視
聴

覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

認

定

二

日
間
の
全
臼
定
を
終
了

し、

検
定
合
格
者
に
は
、

県
教

育
委
員
会
か
ら
認
定
証
を
交
付

し
ま
す
。

日主
時催
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(8) 

ス

ポ

ー

ツ

む

園
市
長
杯
争
奪

実
業
団
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

大

会

日
時

五
月
十
六
日

(日
)

午
前
九
時

場

所

市

民
体
育
館

試
合

市
内
の
同

一
職
場
で
ダ
ブ

ル
ス
二
組
、
シ

ン
グ
ル
ス

三
組

の
チ
l
ム
編
成
と
し
、
リ
ー
グ

戦
と
す
る

参
加
料

一
チ
l
ム
千
円

申
込

五
月
十
四
日
ま
で
に

玖
島
郷
二
十

五

市

役
所
内

バ
ド
ミ

ン
ト
ン
協
会

へ

市政だより

園
第

6
回
少
年
野
球
大
会

日
時

五
月
十
六
日

(
日
)
二
十

一
一
日
(
土
)
二
十
三
日
(
日
)

場
所

市
営
球
場
、
補
助
グ
ラ
ウ

ン

ra

チ
中 小 l
学学 ム
生生編
のの 成
部部

チ

J.，. 

十

人 い 学五
で年
編 は六
成 問年
す わ 生
る Tよ

乙
と

申
込
先

旭
堂
ス
ポ
ー
ツ
庖
ま
た

は
市
体
育
課

申
込
締
切
五
月
七
日

(金
)

抽
せ
ん
会
五
月
八
日
(
土
)
三

時

市
役
所
第
二
会
議
室

主
催

大
村
市
野
球
協
会

共
催

市
教
育
委
員
会

圃
体
力
づ
く
り
に

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室
へ

日
時

毎
週
水
曜
日

午
後
七

l
九
時

場
所

市
民
体
育
館

講
師

長
崎
県
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
協

会
審
判
部
長

中
島
泰
二

用

具

ラ

ケ
ッ
ト
は
体
育
館
に
あ

り
ま
す。

シ
ャ
ト
ル
は
協
会
で
準
備
し
ま

す。
国
婦
人
軟
式
テ
ニ
ス
教

家
庭
婦
人

内
容

初
心
者
を
対
象
に
ラ
ケ
ツ

ト
の
握
り
方
か
ら
簡
易
ゲ
l
ム

が
で
き
る
ま
で
個
別
指
導

日
時

毎
週
水
曜
日

午
前
十
時

t
正
午

場
所

市
営
テ

ニ
ス
コ
ー
ト

(
ボ

l
ト
場
横
)
に
集
合

期
日

五
月
十
二
日
l
七
月
二
十

一
日

'*' -、ニ土ニ

対
象

募
集
人
員
二
十
人

(予
定
人
員

よ
り
多
く
な
っ
た
ら
抽
せ
ん
)

参
加
料

無
料

講
師

大
村
市
庭
球
協
会
員

申
込
期
日

五
月
十
日

申
込
方
法

往
復
は
が
き
に
住
所

氏
名
、
年
齢
を
記
入
し
、

返
信

は
が
き
に
も
住
所
、
氏
名
を
記

入
す
る
こ
と
。

申
込
先

市
体
育
課

募

集

圃
青
年
学
級
の

学
級
生
を
募
集

市
内
の
勤
労
青
年
を
対
象
に
、

青
年
期
に
必
要
な
知
識
や
技
能
を

学
習
し、

青
年
と
し
て
の
教
養
と

仲
間
づ
く
り
を
行
う
青
年
学
級
生

を
募
集
し
ま
す
。

ひ
と
り
ぼ
っ
ち
の
青
年
、
さ
び

し
が
り
や
の
青
年
、
新
し
い
活
動

を
め
ざ
す
青
年
の
参
加
を
ま

っ
て

い
ま
す。

日
時

五
月
二
十
日
か
ら
毎
週
木

曜
日

(
三
月
ま
で
)

午
後
七
時

l
九
時

場
所

中
地
区
公
民
館

対
象

青
年
男
女
六
十
人

内
容

青
年
の
生
活
設
計
、
恋
愛

と
結
婚
、
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン

t
k
a
 

ん

7(
ク
ラ
ブ
活
動
)

創
作
ク
ラ
ブ
、
料
理
ク
ラ
ブ
外

受
講
料

無
料
(教
材
費
は
実
費
)

運
営

青
年
学
級
運
営
委
員
に
よ

っ
て
計
画
運
営
す
る

申
込

五
月
十
五
日
(
土
)
ま
で

に
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
職

業
を
電
話
か
は
が
き
で
市
社
会

教
育
課

へ

園
郵
便
貯
金

婦
人
モ
ニ
タ
ー
を
募
集

仕
事
の
内
容

為
替
貯
金
に
関
す

る
郵
政
省
か
ら
の
ア
ン
ケ
ー
ト

(
任
期
中
三
回
程
度
)
に
回
答

す
る
ほ
か
、
随
時
意
見、

要
望

を
提
出
す
る

応
募
資
格

郵
便
貯
金
を
利
用
し

て
い
る
二
十
歳
以
上
の
女
性
、

但
し、

郵
政
職
員
及
び
そ
の
家

族
は
除
く
e

依
頼
の
日
か
ら
昭
和
五
十

任
期二
年
三
月
末
日
ま
で

謝
礼

五
千
円

応
募
方
法

郵
便
は
が
き
に
住
所

郵
便
番
号
、
氏
名
、
年
齢
、
電

話
番
号
、
モ
ニ

タ
ー
に
応
募
し

た
動
機
、
ま
た
は
貯
畜
に
関
す

る
感
想
、
各
種
モ
ニ

タ
ー
経
験

の
有
無
を
記
入
し、

最
寄
り
の

郵
便
局

へ

締
切

五
月
三
十
一

日
消
印
ま
で

発
表

受
持
郵
便
局
か
ら
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

ー

市

美

術

展

作

品

を

募

集

|

第
十
六
回
美
術
展
覧
会
の
作
品

枠
張
り
ま
た
は
台
紙
を
つ
け
る

ハ

ご
乞
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す

出
品
資
格

川
会
期
六
月
四
日
l
七
日

(午
前

市
内
在
住
の

一
般
の
人
ハ
市
内
H

一

九
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で
)

に
職
場
の
あ
る
通
勤
者
も
準
ず
~

但
し
最
終
日
は
午
後
四
時
ま
で

る
)
但
し
小
・

中
学
生
は
除
く
山

〈
会
場

市
民
会
館
会
議
室

出
品
作
品
の
制
限

人
出
品
部
門
と
体
裁

自
作
未
発
表

(市
展
)
の
も
の
~

ん
ム
洋
画
H

F
六
号
以
上
で
額
縁
入

に

限
る

(
他
展
に
出
品
さ
れ
た
川

へ
ム
日
本
画
(
南
画
)
H
F
八

号

以

も

の

は
ど
遠
慮
下
さ
い
)

上
で
表
具
を
つ
け
る
。

出
品
手
数
料

~
ム
書
道
H
色
紙

(条
幅
は
半
切
)

出
品
者
各
部
門
ご
と
に

一
人
三
い

以
上
で
額
入
ま
た
は
表
装
と

し

百

円

仮
巻
は
認
め
な
い
。

出
品
申
込

所
定
の
串
込
書
に
出
川

り
ム
写
真
H

モ
ノ
ク
ロ

、
カ
ラ
ー

を

品

手

数

料

を
添
え
五
月
二
十
玉
川

間
わ
ず
、

枠
張
り
ま
た
は
額
入

日

ま

で

に
市
社
会
教
育
課
へ
申
γ

り
と
し、

単
ま
た
は
組
写
真
共
込
む
乙
と
(
期
日
厳
守
)

半
切
(但
し
カ
ラ
i
は
四
ツ
切
)
作
品
搬
入

以
上
全
倍
を
限
度
と
す
る
。

六
月
三
日
午
前
九
時
か
ら
午
後
山

γ

ム
彫
塑
工
芸
H
竹

・
木
工
芸
、
陶

一
時
ま
で
に
会
場
へ。

芸
、
染
色
と
し
陳
列
に
便
利
で
作
品
搬
出

安
全
な
体
裁
に
す
る
乙
と
。

最

終

日

終

了
後
直
ち
に
、
そ
れ
日
一

但
し
石
、
木
の
根
な
ど
で
創
作

以

後

は

責

任

を
負
い
ま
せ
ん
。
へ

性
に
乏
し
い
も
の
は
認
め
な
い

審

査

行
い
ま
せ
ん
。

山
ム
版
画
U

洋
画
の
体
裁
に
準
ず
る
※
そ
の
他
詳
し
く
は
市
社
会
教
育

~

川
ム
商
業
美
術
H

西
洋
紙
全
紙
大
で

課
へ。

お
わ
び

ム
市
政
だ
よ
り
四
月
十
五
日
号
に

掲
載
し
ま
し
た
「
重
度
身
体
障

害
者
に
は
が
き
を
発
行
」
の
中

で

「
一
人
三
十
枚
を
発
行
し

ま
す」

は
「

一
人
二
十
枚
を
発

行
し
ま
す
」
の
誤
り
で
す
の
で

お
わ
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。
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